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シンボリックデータとは，データの表現を一般化するための概念であり，従来のデータでは，

データ点が実数空間の一点で表現されるのに対して，シンボリックデータではデータ点の値と

してシンボリックオブジェクトといわれる区間値，多値，modal 値などを仮定している．シン

ボリックデータ解析は，シンボリックデータに対する解析手法であり，従来のデータ解析手法

をシンボリックデータに対するものへと拡張するものとなっている．    
 本研究では，1 ) シンボリックデータの理論的特徴付け，2 ) 既存のシンボリックデータ及び

大規模データに対するデータ解析法の総合的な調査，3 ) シンボリックデータ及び大規模データ

に対する新しい解析法の提案を通して，シンボリックデータ解析を中心に大規模データに対す

る解析手法の研究に取り組んだ． 
特に本年度は，これらのテーマについて，２回の研究討論会を行い，集中的に最新の研究成

果の相互レヴューを実施した．主な研究成果は以下のとおりである． 
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